
女性創業支援事業 【群馬県館林市】

〇子育て世代（20～40代）の女性の非正規雇用労働者が多い。
〇市外で働き、市外で消費するという傾向が高い。

➤出産・子育て・介護等のライフスタイルの変化を機に、離職や非
正規雇用での働き方を選択し、かつ地域外での経済活動に依存し
ていることで、地域内でのつながりの希薄化が進み、地域内経済
循環が円滑に機能していない。

地域の実情と課題

【創業支援で連携】
①たてばやし創業支援ネットワーク
②創業塾（基本編・応用編）
【事業周知で連携】
③館林市就労支援事業
④ 【群馬県】IT人材育成×女性就労支援 MAITSURUプロジェクト
【他自治体との連携】
⑤関連事業実施実績のある他自治体（埼玉県・長野県・静岡県）
⑥近隣自治体（群馬県、邑楽郡５町、桐生市、太田市）

連携団体

【マッチングの促進について】
新たに構築されたまちづくりネットワークである本市のエリアプラッ
トフォームを活用し、情報提供や場つなぎの機会を提供する。
【地元商店街や地元企業との連携について】
行政主体ではなく、修了生自身が自走してマーケットの開催やイベ
ントを実施できるよう支援する。また、そうした取組みが主体的かつ
継続的に行われ、ローカル経済の活性化に寄与していることを広く
周知し、本事業の役割と必要性を意味付けることが必要となる。

今後の課題
【価値基準の変化について】
〇地域への愛着の変化（シビックプライドの醸成）

〇地域活動への参加意欲の変化（年齢や所属を超えた関係性の
構築と拡大）
〇起業に対する意識の変化（創業にチャレンジする後押し）
【講座受講後の成果について】
〇コミュニティの形成（地域のプレイヤーが所属するネットワーク）

〇プレイヤーの創出（地域・企業・行政と協働して活躍するプレイ
ヤーの創出）

事業の効果

受講者数（事業ＫＰＩ） ：【目標値】12名【実績値】12名
➤当初、18名からの参加申込みがあったため選考を実施。定員12
名を選出し、目標値達成となる。

講座受講生のうち起業した割合：【目標値】30％【実績値】25％
➤講座修了生12名のうち、開業届をすでに提出した者は3名となり、
起業した割合は25％となる。

目的・目標

家事や育児のスケジュールと合わない「就職」でもなく、本業を経
済的に補完するだけの「副業」でもなく、自分自身と地域社会に
とってもメリットがあるスモールビジネスで女性の自己実現を果た
す新たな働き方を提唱する。
➤本事業は従来の創業モデルとは異なる自らのライフスタイルや
ライフステージに合わせた新たな創業のかたちを支援する取組み
となるため、もたらす効果を判断する際に中長期的な視点が必要
となる。

事業の特徴

個別事業費 ２,２００ 千円

交付金額 １,４８５ 千円

事業番号 1



事業の概要

【目的】地域内の子育て世代（メインターゲット30～50代）の主婦層を対象とし、従来の創業とは異なる自らのライフスタイルやライフス
テージに合わせた新しい創業のかたちを支援する取組みを実施する。本取り組みを通して、地域資源（人的資源や遊休不動産、公共空
間など）とのマッチングを促進させ、地域に女性の活躍の場を広げ、ローカル経済及び地域コミュニティを活性化していくことを目指す。

【特色】個々の好きなことや得意なことから生み出したスモールビジネスと、地域を良くする仕掛けとを掛け合わせることで、地域課題解
決の糸口となるようなビジネスプランを練り上げ、実践する。

【今後の展開】本取組みを通じて、地域資源（人的資源・遊休
不動産・歴史的建造物など）とのマッチングを促進させること
で、地域に女性の活躍の場を広げ、社会全体における女性の
立場向上や女性の役割意識の変革および自己実現を支援す
ると同時に、地域経済および地域コミュニティの活性化を促す。
また、中長期的に地域で活躍し続ける担い手の育成としての
側面も併せ持つ。

さらに、「たてばやし創業応援ネットワーク」や「創業塾」などの
本市の創業支援事業と連携し、本講座の修了生がスムーズ
に創業へのステップを踏み出せるよう後押しするとともに、新
たな創業のロールモデルとして活躍できる場づくりを支援する。

【内容】ビジネスアイデアを生み出すワークショップ、地域での活躍者・行政・オブザーバーに向けてビジネスアイデアを発表し伝えるプレ
ゼン大会、商品やサービスを魅力的に伝える発信力講座、ビジネス実践の場としての地域イベントへの出店など、創業に必要な基礎知
識とノウハウを提供する全６回プログラムと個別面談、フォローアップ面談やセッションを提供する。
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